
 

 

「OECD地方創生イノベーションスクール 2030」への 
広島県教育委員会の参加について 

 

 

 

 

 

 

１．「OECD地方創生イノベーションスクール2030」について 

目 的： 21世紀型スキルを涵養するための教育モデルの開発 

     生徒の力により地域課題を解決する地方創生モデルの創出 

内 容： 2030年の地域社会の課題の解決をめざし，世界各国の高校生等が国境を越えた「国

際協働型プロジェクト学習」に取り組むもの 

期 間： 平成27年度～29年度の３年間 

 主 催： OECDイノベーション教育ネットワーク 

※ 平成24年度～26年度に，東日本大震災後の復興教育として行われた「OECD東北スクール」の後継事業 

（OECD東北スクールについてはhttp://oecdtohokuschool.sub.jp/index.htmlを参照ください） 

※ 広島県教育委員会のほか，東北（福島大学等），和歌山（県立日高高等学校），国立高等専門学校機構など

が参加予定。 

 

※ OECDイノベーション教育ネットワーク 

  主体的・協働的・探究的な学びの実現をめざし， OECD（経済協力開発機構）の協力のもと設立された産

学コンソーシアム（事務局：東京大学公共政策大学院内，代表責任者：鈴木寛 東京大学教授・文部科学大

臣補佐官，アドバイザー：アンドレアス・シュライヒャー OECD教育・スキル局長）。 

 

２．広島県における取組について 

※下記はいずれも検討中の内容であり，決定し次第，別途お知らせいたします。 

参加地域： 計３地域（広島県＋２つの海外地域・学校） 

参加生徒： 県内高等学校１・２年生 約５０～６０名程度（今後全県より公募予定） 

活動内容： ２泊３日程度の「全体スクール」を３年間で計９回程度開催 

      平成28年８月に，ハワイを訪問し，現地生徒との協働活動を実施 

      平成29年８月には，３か国の生徒が広島に集まり，協働活動を実施 

 

※ なお，本日，「OECDイノベーション教育ネットワーク」の発足記念シンポジウムが東京（東京大学伊藤

国際学術記念センター）で行われることとなっており，下﨑教育長が参加いたします。 

 （詳細はhttp://oecdtohokuschool.sub.jp/Innovation.htmlを参照ください） 

 

平成 27年 4月 14日 

 

広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の創造 

広島県教育委員会 NEWS RELEASE 

2030 年の地域社会の課題の解決をめざし，世界各国の高校生等が国境を越えた「国際協働

型プロジェクト学習」に取り組む「OECD地方創生イノベーションスクール 2030」（名称調整中）

（主催：OECD イノベーション教育ネットワーク（名称調整中））に，広島県教育委員会が参加するこ

ととなりましたので，お知らせいたします。 

【担当】 

学びの変革推進課 学びの変革推進担当 
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